
は じ め に

近年，国立病院機構内におけるリハビリテーショ
ンを取り巻く環境は大きく変化してきている．政策

医療分野を中心としたリハビリテーションに加え，
地域のニーズを踏まえた５疾病・５事業の医療や在
宅医療への対応，地域医療への貢献と医療の質の向
上，また経営改善への取り組みも求められている．
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シンポジウムの展開

さらに国全体の医療の方向性として，約８００万人と
いわれる団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年問題
に対し，地域包括ケアシステムの構築が喫緊の課題
となっている．一方で私たちの診療現場に目を向け
てみると，療法士は年々増えてきているが，若手層
が大半を占め，人材育成の体制構築も急務といえる．
臨床の現場で人材を育成しながらリハビリテーショ
ンを取り巻く医療の変化にも対応していかなければ
ならない．
本シンポジウムにおいて，リハビリテーション科

医師から日本と国立病院機構内のリハビリテーショ
ン現場における変遷と今後における展開についてご
提言いただき，続いて理学療法士，作業療法士，言
語聴覚士から各職種の現状と課題・今後の指針や取
り組み等の報告があった．

国立病院機構東京病院リハビリテーション科医師
の新藤直子氏は「国立病院機構内におけるリハビリ
テーションに求めるもの・期待するもの」として，
国立病院機構におけるリハビリテーションの位置づ
けと方向性，日本におけるリハビリテーションの歴
史と国立医療機関のかかわりについてふれ，新藤医
師が勤務されてきた東京病院を例として時代の要請
とリハビリテーション医療の変遷を振り返られた．
さらに現代における問題として１９８９年の高齢者保健
福祉推進１０カ年戦略「ゴールドプラン」，２０００年の
介護保険制度・回復期リハビリテーション病
棟，２００６年の疾患別リハビリテーション，そして
２０１２年の地域包括ケアシステム（２０２５年完成）にふ
れた．地域包括ケア時代を迎えて国立病院機構のリ
ハビリテーションは「歴史的経過を知り，医療介護
それぞれのリハビリテーションの位置づけと方向性
ならびに限界を理解」，「高齢者に共通する病態の特
徴（フレイル／廃用・認知症・嚥下障害）の理解と
緊密な多職種連携」，「機構のネットワークを活用し，
職種ごとならびに職種共働での良質なリハビリテー
ション維持向上と検証」といった提言があった．
理学療法士の立場からとして国立病院機構災害医

療センター理学療法士石川秀俊氏の報告では，まず，
理学療法士の現状として理学療法士数の推移，年齢
と経験年数のデータの提示がなされた．平成１８年の
６８７人から平成２９年は，１４７３人と１０年間で２倍と急
増している点，年齢と経験年数が必ずしも一致して

いない点，役職者配置のあり方など年齢構成・組織
的観点からみた現状と課題が報告された．次に「リ
ハビリテーション業務量について」として国立病院
機構内におけるリハビリテーションの役割の多様性
について，業務指標について，実際のリハビリテー
ション以外の業務量の増加について提示があり，臨
床業務以外に求められることの見える化の必要性，
業務量の明確化についての課題が報告された．最後
に国立病院機構における地域包括ケアシステムにつ
いてふれていただき，情報提供のあり方を考えてい
く必要があるとの報告をされた．
作業療法士の立場からとして国立病院機構村山医
療センター作業療法士及川奈美氏の報告では，まず，
作業療法士の現状として人数の推移，男女比と平均
年齢，年代別の人数，年代別男女比人数，経験年
数・経験年数の推移についてのデータが提示された．
平成１６年より３．５倍に増えたこと，女性は男性に比
べてやや多く，平均年齢は３０歳代であること，経験
年数１０年以下が６３％，経験年数６―１５年が増加傾向
にあるといった現状が示された．また，作業療法士
の未配置施設が３施設であること，一人職場が２１施
設であること，管理者不在施設は６８施設で全体の
４１％であること，施設において差がある課題につい
ての報告があった．
次に，地域医療構想での国立病院機構の対応の中
で作業療法士が地域連携の中での役割を共有し各病
院で明確化する必要があり，作業療法士が取り組む
退院支援の中で退院促進・地域連携において重要な
役割を果たしているとして，疾患別の取り組みとし
て調査結果から「筋ジストロフィー」，「重症心身障
害」，「精神科疾患」に対して地域連携に向けて取り
組む姿勢についての報告があった．
言語聴覚士の立場からとして東京病院言語聴覚士
藤塚史子氏の報告では，まず，言語聴覚療法の始ま
りとして言語聴覚療法の歩みについてふれられた．
次に，現状として，①独法化当時から６．４倍に増え
たが，現在でも未配置の施設が２５％あること，②一
人職場が多いこと，③国立病院機構内での経験が少
ない言語聴覚士が多いこと，④女性が７１％を占める
こと，⑤役職が配置されている施設は１４％にすぎな
いことの報告があった．現状を踏まえた上での課題
として，①言語聴覚士の確保に関すること，②人材
育成・研修に関すること，③女性の働きやすい環境
づくりに関することの報告があった．最後に，言語
聴覚士として未来に活躍するために，①言語聴覚療
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ま と め

法の知名度を上げ，仕事内容を知ってもらう，②国
立言語聴覚士同士の連携強化，人材育成，③多職種
との連携強化，④地域との連携のますますの拡大と
その対策（摂食嚥下障害・失語・難聴・小児領域な
ど）の必要性の報告があった．

新藤氏の報告にもあったように国立病院機構内に
おけるリハビリテーションを取り巻く環境は大きく
変化してきている．とくに地域包括ケアの時代に向
けて国立病院機構のリハビリテーションの対応につ
いて提言があった．
石川氏，及川氏，藤塚氏の報告から近年，療法士

が増加してきているといった報告があった．これは
時代の要請に基づいたものと考える．反面，課題と
して経験年数の問題，一人職場の問題，組織体制の

問題等についての報告があった．人材育成，組織の
体制強化に取り組む必要性が考えられるであろう．
「温故知新」という言葉があるように，リハビリ
テーション分野においては，その時代に求められる
ことに対応すべく知識と経験を踏まえてきているも
のと考える．地域包括ケアの時代に向けても，ます
ます私たちが本領を発揮する時代がやってくるもの
と考える．

〈本論文は第７１回国立病院総合医学会シンポジウム「リ
ハビリテーションからの変革・チャレンジ ―私たちが
本領を発揮する時代を創成しよう―」として発表された
内容を座長としてまとめたものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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